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丹沢大山保全計画の改定について丹沢大山保全計画の改定について

平成１９年１月（自然再生ｾﾐﾅｰ)

神奈川県

Ｐａｒｔ１：丹沢大山保全計画の実績と課題Ｐａｒｔ１：丹沢大山保全計画の実績と課題
　　　　　　　　　　・丹沢大山保全計画の実績・丹沢大山保全計画の実績

　　　　　　　　　　・保全対策の課題・保全対策の課題

　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　↓
Ｐａｒｔ２：丹沢大山総合調査の実施Ｐａｒｔ２：丹沢大山総合調査の実施
　　　　　　　　　　・総合調査の結果（自然再生基本構想）・総合調査の結果（自然再生基本構想）

　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　↓
Ｐａｒｔ３：丹沢大山保全計画改定の概要Ｐａｒｔ３：丹沢大山保全計画改定の概要
　　　　　　　　 ・丹沢大山保全計画改定の概要・丹沢大山保全計画改定の概要

　　　　　　　　 ・丹沢再生のための推進体制・丹沢再生のための推進体制

　　　　　　　　 ・今後のスケジュール・今後のスケジュール

Ｐａｒｔ１：丹沢大山計画の実績と課題Ｐａｒｔ１：丹沢大山計画の実績と課題

（１）丹沢大山保全対策の推進（１）丹沢大山保全対策の推進

丹沢大山保全計画（１９９９）

◆科学的な自然環境の管理

◆生物多様性原則による管理

◆県民と行政の連携

①ブナ林や林床植生の保全①ブナ林や林床植生の保全

②大型動物個体群の保全②大型動物個体群の保全

③希少動植物の保全③希少動植物の保全

④オーバーユース対策④オーバーユース対策

自然環境保全センター

の設置　　　（２０００．４）

自然保護センター

箱根公園管理事務所

丹沢大山公園管理事務所

森林研究所

県有林事務所

統　
　

合

統　
　

合

◆みどり施策の効果的展開

◆丹沢大山保全計画の

　　　　　　　　　総合的推進

◆みどり施策の効果的展開

◆丹沢大山保全計画の

　　　　　　　　　総合的推進

（２）丹沢大山保全計画の実績と課題（２）丹沢大山保全計画の実績と課題

丹沢大山保全計画（１９９９～２００６）

目　　 標 ：「丹沢大山の生物多様性の保全・再生」

基本視点：１）科学的な自然環境の管理

　　　　　　 ２）生物多様性原則による管理

　　　　　　 ３）県民と行政の連携

対象地域：丹沢大山国定公園、県立丹沢大山自然公園　　　

　　　　　　　38,927ha

施　　 策：４つの基本方針（施策の柱）

①ブナ林や林床植生の保全①ブナ林や林床植生の保全 ②大型動物個体群の保全②大型動物個体群の保全

③希少動植物の保全③希少動植物の保全 ④オーバーユース対策④オーバーユース対策

施策の実施　施策の実施　

植生保護柵内

植生保護柵外

写真は、神奈川県緑政課より提供

①ブナ林や林床植生の保全①ブナ林や林床植生の保全

　設置後５～７年後に
顕著な効果

• 林床植生の回復

• 希少植物の回復

• 昆虫類の回復

• 土壌動物の回復
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ニホンジカ保護管理計画の策定（２００２～２００６）

バイケイソウ

施策の実施　施策の実施　

樹皮喰い跡

②大型動物個体群の保全②大型動物個体群の保全
丹沢大山保全計画の実績丹沢大山保全計画の実績

①ナ林や林床植生の保全①ナ林や林床植生の保全

②大型動物個体群の保全②大型動物個体群の保全

③希少動植物の保全③希少動植物の保全

④オーバーユース対策④オーバーユース対策

植生保護柵の設置　１７ｈａ植生保護柵の設置　１７ｈａ

立入禁止区域の設定　立入禁止区域の設定　3,7823,782ｍｍ

モミ、ウラジロモミ等の保護　モミ、ウラジロモミ等の保護　971971本本

シカ保護管理による管理捕獲　１９２頭シカ保護管理による管理捕獲　１９２頭

農林業被害等防止のための捕獲農林業被害等防止のための捕獲1,5061,506頭頭

植生保護柵による希少種の保全　１７ｈａ植生保護柵による希少種の保全　１７ｈａ

環境配慮型の山岳トイレの設置　８基環境配慮型の山岳トイレの設置　８基

登山道周辺の木道の整備　登山道周辺の木道の整備　2,0492,049mm

丹沢大山保全計画の課題丹沢大山保全計画の課題

１．事業量の不足１．事業量の不足

２．処方箋の不足２．処方箋の不足（現状－原因－対策の解明）（現状－原因－対策の解明）

３．行政・関係者の理解・連携不足３．行政・関係者の理解・連携不足

４．保全再生の必要性の理解不足４．保全再生の必要性の理解不足（県民参加）（県民参加）

５．順応型管理を支える「ひと・かね・もの」不足５．順応型管理を支える「ひと・かね・もの」不足

Ｐａｒｔ２：丹沢大山総合調査の実施Ｐａｒｔ２：丹沢大山総合調査の実施

丹沢大山総合調査丹沢大山総合調査

実行委員会実行委員会
　意思決定　　　広報普及　意思決定　　　広報普及

　県民参加　　　政策提言　県民参加　　　政策提言

調　査　団
　調査実施　　　調査報告

調査チーム調査チーム
調査企画部会

　　　　　

広報県民参加部会

調査企画部会

　　　　　

広報県民参加部会

報告

神奈川県　　企画調整、提言の政策反映神奈川県　　企画調整、提言の政策反映

提　言 財政措置

市民・ＮＰＯ・専門家・関係者

参加参加広報

支援

生きもの再生　水と土再生
地域再生　　情報整備政策検討ＷＧ

丹沢大山自然再生基本構想丹沢大山自然再生基本構想

総合調査結果概要総合調査結果概要

　　　　　調査結果　　　３つの自然再生の手法

　　　　　　　　　　　　　　６つの自然再生の原則

　　　　　　　　　　　　　　４つの景観域

　　　　　　　　　　　　　　８つの特定課題

　　　　　とりまとめ　

　　　　　　　　　　　　　　丹沢大山自然再生基本構想と県へ政策提言

　　　　　神奈川県　　　丹沢大山保全計画の改定
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ブナ林の衰退

ニホンジカの影響

移入種の増加

自然公園過剰利用

人工林の劣化

希少種の減少

渓流生態系の悪化

地域の自立的再生

８つの特定課題 ３つの自然再生手法３つの自然再生手法

受動的再生受動的再生
　

再

生

手

法

　

　

将

来

像

　

能動的再生能動的再生 活用的再生活用的再生

本来あるべき姿本来あるべき姿 新たな姿新たな姿 活用の場活用の場

◆流域一貫　山から海まで流域単位で

◆統合的管理　横断的な取り組み　　　　　

◆順応的管理　モニタリングで常に見直す

◆景観単位の管理　４つの景観域を単位に

◆参加型管理　利害関係者の関わり、環境教育

◆情報公開　透明性と合意形成の確保

６つの自然再生の原則６つの自然再生の原則
政策提言政策提言

１．県民参加による保全計画の改定１．県民参加による保全計画の改定

２．自然再生委員会の設置２．自然再生委員会の設置

３．自然再生推進本部の設置と自然環境保全ｾﾝﾀｰの機能拡充３．自然再生推進本部の設置と自然環境保全ｾﾝﾀｰの機能拡充

４．モニタリングと総合解析に基づく事業の見直し４．モニタリングと総合解析に基づく事業の見直し

５．特定課題の対策および統合再生流域における事業の推進５．特定課題の対策および統合再生流域における事業の推進

丹沢大山自然再生シンポジウム（０６．７．３０）　６５０名参加

新堀実行委員長から松沢知事へ提言書提出

Ｐａｒｔ３：丹沢大山保全計画改定の概要Ｐａｒｔ３：丹沢大山保全計画改定の概要
～丹沢大山自然再生計画～～丹沢大山自然再生計画～

基本構想と改定計画の関係基本構想と改定計画の関係

＜自然再生基本構想＞

• 将来像（概ね50年後）　　
再生目標（４つの景観域）

• 自然再生の６つの視点
• ８つの特定課題）
• 統合再生流域

＜丹沢大山自然再生計画＞

• 将来像（概ね50年後）と 　　
再生目標（４つの景観域）

• 計画の視点（６つの視点）
• 事業計画（８つの特定課題）
と自然再生の基盤整備　　

• 統合再生プロジェクト　　　　
（３つの統合再生流域）
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改定計画の構成改定計画の構成

• 将来像（概ね50年後）と再生目標（４景観域）
• 計画の視点（６つの視点）
• 事業計画（８つの特定課題）
• 統合再生プロジェクト（３つの統合再生流域）

改定計画の構成改定計画の構成

• 将来像（概ね50年後）と再生目標（４景観域）
• 計画の視点（６つの視点）
• 事業計画（８つの特定課題）
• 統合再生プロジェクト（３つの統合再生流域）

再生の全体目標再生の全体目標

人も自然もいきいきとした丹沢大山人も自然もいきいきとした丹沢大山
＜丹沢大山の多様な恵みの再生＞＜丹沢大山の多様な恵みの再生＞

景観域と再生目標景観域と再生目標

奥山域

山地域

里山域

奥山域
鬱蒼としたブナ林再生

景観域と再生目標景観域と再生目標

山地域
水と生きものを育む森林再生

奥山域

山地域

里山域

景観域と再生目標景観域と再生目標

里山域

多様な生きものが
暮らし，山の恵み
を受ける里の再生

奥山域

山地域

里山域
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景観域と再生目標景観域と再生目標

奥山域

山地域

里山域
渓流域
水と生きものを育む，安心・安
全な沢の再生

改定計画の構成改定計画の構成

• 将来像（概ね50年後）と再生目標（４景観域）
• 計画の視点（６つの視点）
• 事業計画（８つの特定課題）
• 統合再生プロジェクト（３つの統合再生流域）

基本的視点基本的視点

◆視点１：８つの特定課題◆視点１：８つの特定課題

◆視点２：４つの景観域◆視点２：４つの景観域

◆視点３：統合的な事業展開◆視点３：統合的な事業展開

◆視点４：モニタリングによる事業見直し◆視点４：モニタリングによる事業見直し

◆視点５：県民参加◆視点５：県民参加

◆視点６：情報の公開◆視点６：情報の公開

視点１：８つの特定課題視点１：８つの特定課題

⑧⑧
公公
園園

⑥⑥
外外

来来
種種

⑤⑤
希希
少少

種種

⑤⑤
シシ

カカ

④④
渓渓
流流

③③
地地

域域
再再
生生

②②
人人
工工

林林

①①
ブブ

ナナ

年間年間3030万人を超える登山者万人を超える登山者

アクセス良い東・表丹沢へ集中アクセス良い東・表丹沢へ集中

オーバーユースの顕在化オーバーユースの顕在化

崩壊由来の土砂流出崩壊由来の土砂流出

予想以上のダム堆砂予想以上のダム堆砂

既設構造物等の生物への影響既設構造物等の生物への影響

丹沢大山全域に拡大中丹沢大山全域に拡大中

生態系への影響が懸念生態系への影響が懸念

山際の多様な価値が低下山際の多様な価値が低下

野生動物被害の恒常化野生動物被害の恒常化

里山・集落景観と暮らし文化変質里山・集落景観と暮らし文化変質

地域への愛着・誇りが低下地域への愛着・誇りが低下

生息環境悪化で絶滅が危惧生息環境悪化で絶滅が危惧

制度的保護の必要性制度的保護の必要性

水源涵養機能の低下水源涵養機能の低下

木材供給の不安定化木材供給の不安定化

シカのブナ林や里山への移動集中シカのブナ林や里山への移動集中

鳥獣保護区で高密度化鳥獣保護区で高密度化

ブナ林域での土壌流出の発生ブナ林域での土壌流出の発生

影響は面的に拡大影響は面的に拡大

衰退原因は複合的衰退原因は複合的

東丹沢の高標高域で深刻東丹沢の高標高域で深刻

シカ影響低減含めた取り組み必要シカ影響低減含めた取り組み必要

視点３：統合的な事業展開視点３：統合的な事業展開

再生の基本方向を定めて、対策集中流域を抽出

流域特性に応じて横断的な自然再生事業を展開

対策マップの重ね合わせ

再生手法再生手法
の整理の整理

能動的受動的

統合再生流域

◆◆視点４：モニタリングによる事業見直し視点４：モニタリングによる事業見直し

大気・気象観測

水量・水質観測

土壌流出観測

植生モニタリング
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改定計画の構成改定計画の構成

• 将来像（概ね50年後）と再生目標（４景観域）
• 計画の視点（６つの視点）
• 事業計画（８つの特定課題）
• 統合再生プロジェクト（３つの統合再生流域）

事業計画の概要事業計画の概要
２００７（平成１９）年度～２０１１（平成２３）年度の５か年で実施する自然再生事業２００７（平成１９）年度～２０１１（平成２３）年度の５か年で実施する自然再生事業

主要施策と構成事業より構成主要施策と構成事業より構成

特定課題Ⅰ　ブナ林の再生　特定課題Ⅰ　ブナ林の再生　 （３主要施策　９構成事業）　　　　（３主要施策　９構成事業）　　　　

特定課題Ⅱ　人工林の再生特定課題Ⅱ　人工林の再生 （３主要施策　６構成事業）（３主要施策　６構成事業）

特定課題Ⅲ　地域の自立的再生特定課題Ⅲ　地域の自立的再生 （３主要施策　６構成事業）（３主要施策　６構成事業）

特定課題Ⅳ　渓流生態系の再生特定課題Ⅳ　渓流生態系の再生 （３主要施策　６構成事業）（３主要施策　６構成事業）

特定課題Ⅴ　シカの保護管理特定課題Ⅴ　シカの保護管理 （４主要施策　８構成事業）（４主要施策　８構成事業）

特定課題Ⅵ　希少動植物の保全特定課題Ⅵ　希少動植物の保全 （４主要施策　８構成事業）（４主要施策　８構成事業）

特定課題Ⅶ　外来種の除去　　　　特定課題Ⅶ　外来種の除去　　　　 （３主要施策　４構成事業）　　　　（３主要施策　４構成事業）　　　　

特定課題Ⅷ　自然公園の適正利用（３主要施策　６構成事業）特定課題Ⅷ　自然公園の適正利用（３主要施策　６構成事業）

自然再生に向けた基盤整備　　　　自然再生に向けた基盤整備　　　　 （４主要施策　９構成事業）（４主要施策　９構成事業）

８課題＋基盤整備８課題＋基盤整備

３０主要施策３０主要施策

６２構成事業６２構成事業

現行計画

１０主要施策

２７構成事業

特定課題Ⅰ：ブナ林の再生特定課題Ⅰ：ブナ林の再生
主要施策１
　ブナ林の保全・再生対策

主要施策２
　ブナ林の衰弱・枯死影響の低減対策

主要施策３
　ブナ林再生に関する情報集積・提供

ブナ稚樹保護対策

丹沢産ブナの苗木・植栽

鬱蒼としたブナ林の再生鬱蒼としたブナ林の再生

山頂部のブナ枯れ

土壌保全対策

特定課題Ⅱ：人工林の再生特定課題Ⅱ：人工林の再生

主要施策１

地域特性に応じた適切な森林整備の推進

主要施策２

県産木材の有効活用の促進と基盤の整備

主要施策３

森林モニタリングの実施

森林資源の活用による持続可能な人工林の整備

公益的機能を重視した混交林等への転換

荒廃した人工林

特定課題Ⅳ：渓流生態系の再生特定課題Ⅳ：渓流生態系の再生

主要施策１

水・土壌保全対策の推進

主要施策２

生きものとの共存の
ための対策

主要施策３

渓流景観と調和した
渓流利用の促進

自然林内の森林土壌流出 土壌保全・林床植生回復

渓流への土壌流入防止

　　特定課題Ⅴ　シカの保護管理特定課題Ⅴ　シカの保護管理

宮ヶ瀬湖

津久井町鳥屋

清川村煤ヶ谷
（仏果山鳥獣保護区）

主要施策１

　シカの高密度化による植生衰退地域での密度低減と定着の解消

主要施策２

　シカの生息環境管理モデル地域設定・モデル事業の実施

主要施策３

　被害増加地域でのシカの計画的捕獲と被害対策

主要施策４

　新たな保護管理の担い手育成の仕組みづくり
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改定計画の構成改定計画の構成

• 将来像（概ね50年後）と再生目標（４景観域）
• 計画の視点（６つの視点）
• 事業計画（８つの特定課題）
• 統合再生プロジェクト（３つの統合再生流域）

統合再生プロジェクト統合再生プロジェクト

計画対象エリア

②西丹沢１
①東丹沢１ ③東丹沢２

Ⅰ①

Ⅰ⑦

Ⅱ③

Ⅰ④⑥
Ⅴ②
Ⅵ④

Ⅳ⑥

Ⅰ⑥

丹沢山

塔ヶ岳

新大日

烏尾山

①東丹沢１①東丹沢１

ｼｶの生息環境管理と個体数調整

渓畔林の整備

植生保護柵の集中設置

土壌保全対策

Ⅰ②③
Ⅴ①

Ⅳ⑤

Ⅱ②

Ⅳ④
Ⅴ①
Ⅵ②

Ⅷ④⑤

Ⅳ⑤

Ⅱ②

Ⅱ②

Ⅱ②

檜洞丸

大室山
加入道山

畦ヶ丸

②西丹沢１②西丹沢１
ブナ林衰退機構解明

渓畔林の整備

山岳エコツーリズムの推進

絶滅危惧種・希少種の保護・回復

人工林の混交林等への転換

シカの保護管理

Ⅱ①

Ⅱ②③

Ⅱ②

Ⅲ③④⑤

Ⅴ④

高畑山

三峰山

経ヶ岳

仏果山

宮ヶ瀬湖

③東丹沢２③東丹沢２
人工林の混交林化

人工林の整備

野生動物被害対策シカ保護管理

景観域の管理（奥山域）景観域の管理（奥山域）

＜取組課題＞

・ブナ林の保全・再生対策

・ブナ林衰弱・枯死影響の低減対策

・植生衰退地域でのシカの密度低減、定着解消

・生息・生育環境のエコアップ対策

（５年後）５頭／km2未満

（５年後）12ユニット中３ユニット

シカの生息密度（特別保護地区周辺）

２０～４０頭／km2（現状）　　　　

最大植生劣化レベルⅣ、Ⅴの管理ユニット数

12ユニット中６ユニット（現状）　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

管
理
指
標
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景観域の管理（山地域）景観域の管理（山地域）

＜取組課題＞

・地域特性に応じた適正な森林整備の推進

・森林モニタリングの実施

・水利用の視点での水・土砂保全対策の推進

・生息環境管理モデル地域設定・モデル事業

・生息・生育環境のエコアップ対策

管
理
指
標

最大植生劣化レベルⅣ、Ⅴの管理ユニット数

30ユニット中７ユニット（現状）　　　（５年後）30ユニット中４ユニット
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

自然再生の推進体制自然再生の推進体制

自然環境
保全センター
（中核機関）

丹沢大山自然再生
推進本部（県庁）

国
有
林
自
然
再
生
事
業

市
町
村
自
然
再
生
事
業

民
間
団
体
自
然
再
生
事
業

自
然
公
園
、
水
源
林
、
河
川

な
ど
の
自
然
再
生
事
業

大学・試験研究機関

自然再生委員会
丹沢大山
自然再生計画

計画改定スケジュール計画改定スケジュール

平成19年度　１月22日まで　県民意見募集
自然再生委員会セミナー

２月 計画案の策定（推進本部）

　　　 丹沢大山自然再生委員会への報告

　　　 神奈川県議会への報告

４月　自然再生事業の実施

　　　 順応的管理による見直し


